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各地の取り組み－鳥取県における植物防疫業務－
鳥取県病害虫防除所　　長谷川　優

■鳥取県の農業の概要
本県の北部は日本海に面し、鳥取砂丘をはじ

めとする白砂青松の海岸線が続き、南には中国
地方の最高峰・大山をはじめ、中国山地の山々
が連なっています。気候は比較的温暖で、四季
の移り変わりも鮮明です。 本県では、このよう
に変化に富んだ地形と気象の中で、米、野菜、
果樹の栽培及び畜産がバランスよく営まれてい
ます。中でも特産の ｢二十世紀ナシ｣ は、日本
一の産地が形成されています。また、砂丘地帯
ではラッキョウ、ナガイモ、シロネギ等、大山
山麓の黒ボク土壌地帯では、スイカ、ブロッコ
リー等の野菜が栽培されるなど、地域の特性を
活かした農業が行われています。

■鳥取県病害虫防除所の沿革と体制
1941 年に普通作物の発生予察事業が始まり、

1952 年には県下 8ヵ所に病害虫防除所が設置さ
れました。1966 年及び 1976 年の統廃合を経て、
1986 年に 1ヵ所に統合され、職員の一部は農業
試験場及び園芸試験場の職員による兼務体制と
なりました。2008 年には両試験場職員による完
全兼務体制となり、現在に至っています。現在
の職員数は 14 名で、所長（農試場長）、次長（園
試場長）、事務職員 1 名、普通作物担当 5 名及び
園芸作物担当 6 名が配置されています。

■業務の内容
1　病害虫の発生予察・情報提供

主要 12 作物について、指定有害動植物 60 種
及び県が重要と定めた病害虫 52 種を対象に、巡
回定点調査、県予察ほ場調査をはじめ、予察灯
やフェロモントラップ等による調査を実施して
います。これらの調査結果や関係機関等からの
現地情報、気象情報等を基に所内で検討を行い、
以下の病害虫発生予察情報を発表しています。
病害虫発生予報は年 12 回、警報、注意報及び特
殊報は必要に応じて発表しています。また、調
査結果の速報や迅速な情報提供が必要な場合は、
県独自に指導情報を発表しています（2020 年度
実績：87 回）。指導情報の中でも、ナシ等の果樹
関係の情報発信に力を入れています。近年、問
題となっているナシ黒星病では半旬別胞子飛散
数、被害が大きい果樹カメムシ類では予察灯誘
殺数等について、定期的に情報提供しています。
これらの情報は、防除所ホームページ、関係機
関への電子メール、県庁データベースの掲示板
等を通して現場へ提供し、防除対策の資料とし
て広く活用されています。

重要病害虫侵入警戒調査では、チチュウカイ
ミバエ、コドリンガ、火傷病及びスイカ果実汚
斑細菌病について、継続して調査を行っていま
す。とくに、火傷病とスイカ果実汚斑細菌病に
ついては、本県で発生すれば甚大な被害につな
がることから、最大限の警戒を行っています。
2　病害虫の防除指導

主要農作物について、JA 等の防除暦の作成を
支援しています。また、農家、指導機関等から
の診断依頼、防除相談等への対応も行っていま

す。さらに、病害虫の異常発生時には、必要に
応じて現場指導も行っています。

近年の特徴的な取り組みとして、水稲で発生
拡大した縞葉枯病、スクミリンゴガイ、トビイ
ロウンカ等に対して、関係機関と連携して発生
状況を把握するとともに、現場の防除対応を支
援しました。また、防除指導の一環として、生
産者自身が IPM を実践できるよう、防除所ホー
ムページ（http://www.jppn.ne.jp/tottori/ top.html）上で、
｢実践！発生予察｣ 及び ｢病害虫診断｣ のコーナー
を設けています。｢実践！発生予察｣ では主要 8
作物、病害虫 28 種を対象、｢病害虫診断｣ では
イネいもち病、果樹カメムシ類、野菜のコナジ
ラミ類・チョウ目害虫等を対象に、実践の手順
や資料を掲載しています。

図　「病害虫診断」の資料の例（イネいもち病）
   （鳥取県農業試験場・病害虫防除所作成）

■課題
温暖化、栽培様式の多様化など、変化する環

境において、薬剤抵抗性病害虫や侵入病害虫、
さらには問題視されていなかった病害虫による
被害の顕在化等に対して、今後も病害虫防除所
には最前線での活動が求められます。また、新
型コロナウイルス感染症が拡大する中で、働き
方改革や人材育成も喫緊の課題です。これらの
課題を克服するためには、ICT（情報通信技術）
等の技術導入をはじめ、都道府県を越えた連携
や情報共有等を進めるとともに、人と人とのつ
ながりを確保していくことが、これまで以上に
重要と考えています。


